
　表1：ＮＴＴ本体52歳未満の賃上げ　　　　　　　※[　  ]の数字が加給の賃上げ分　　　　（単位：円）

<レンジ４> <レンジ３> <レンジ２> <レンジ１>

212,700 212,700～ 242,200～ 271,700～

未満 242,200未満 271,700未満

エキスパート 11,740 70,440

資格１級 　　　（注） [+2,520]

A評価 7,380 5,870[+210]

エキスパート B評価 4,920 3,340[+120] 82,630

資格２級 C評価 2,460 2,230  [+80] [+1,900]

D評価 0 0

A評価 8,440 7,380 5,870[+210]

エキスパート B評価 5,900 4,920 3,340[+120] 92,360

資格３級 C評価 4,220 2,460 2,230  [+80] [+1,200]

D評価 0 0 0

一般資格１～２級

 （注）B評価以上が累積２回で昇給。ただし、Ｄ評価の場合は累積額を1回減じる。

旧加給
上限額

67,920

80,730

91,160

資格等級

（注）

評価
新加給
上限額

昇給額

資格賃金と加給の合計額

賃上げなし

賃上げなし

　表２：ＮＴＴ本体52歳以上の賃上げ　　　　　　　※[　  ]の数字が加給の賃上げ分　　　　　（単位：円）

成果加算 成果加算

A評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 新上限額 旧上限額

147,540

[+1,380]

10,820 9,440 5,280 ▲2,640 147,290 146,160

　[+80] [+70] [+40] 　[-20] [+1,130]

147,130

[+970]

資格等級
成果加算反映標準額

一般資格１～２級

エキスパート資格１級

エキスパート資格２級

エキスパート資格３級

賃上げなし

低
額
・
差
別
的
な

賃
上
げ
に
怒
り

「
平
均
１
６
０
０
円
は
安
す

ぎ
る
、
廃
止
さ
れ
た
日
帰
り
日

当
の
数
日
分
だ
」
「
全
員
が
上

が
ら
な
い
の
は
オ
カ
シ
イ
、
こ

ん
な
賃
上
げ
が
あ
る
の
か
」
な

ど
職
場
で
は
、
不
満
、
怒
り
の

声
が
次
々
に
あ
が
り
ま
し
た
。

今
賃
上
げ
回
答
の
問
題
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の

な
か
で
、
非
正
規
や
60
歳
超
え

契
約
社
員
を
含
む
全
労
働
者
が

対
象
で
な
く
、
課
長
や
主
査
ク

ラ
ス
を
中
心
と
し
た
低
額
で
差

別
的
な
回
答
で
あ
る
こ
と
。

②
同
じ
会
社
内
で
あ
っ
て
も

52
歳
以
上
の
旧
賃
金
体
系
は
、

52
歳
未
満
の
新
賃
金
体
系
に
比

べ
て
賃
上
げ
が
半
額
程
度
で
あ

る
こ
と
（
表
１
、
２
）
。

③
資
格
賃
金
で
は
な
く
、
評

価
に
よ
り
格
差
が
つ
く
「
加
給
」

や
「
成
果
加
算
」
部
分
を
改
定

し
て
い
る
こ
と
。

皆
さ
ん
も
Ｎ
関
労
に
入
っ
て
、

低
額
・
差
別
的
な
賃
上
げ
の
撤

回
と
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
た
た

か
い
ま
し
ょ
う
。

賃
上
げ
は

４
月
か
ら
実
施

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
賃
上
げ

回
答
書
で
は
、
「
表
１
の<

レ

ン
ジ
１>

の
社
員
に
対
し
て
該

当
者
１

人
平

均
１

３

０
０

円

（
全
体
で
は
平
均
700
円
）
引
上

げ
る
。
ま
た
52
歳
以
上
の
エ
キ

ス
等
級
に
つ
い
て
も
表
２
の
と

お
り
引
上
げ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
今
年
４
月
よ
り
実

施
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

表
１
の
「
エ
キ
３
」
を
例
に

説
明
す
る
と
、
今
年
３
月
の
加

給
が
９
１
，
１
６
０
円
の
人
は
、

加
給
上
限
額
の
引
上
げ
に
伴
い

基
本
賃
金
が
１
２
０
０
円
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
３
月
の
加
給
が
９
１
，

１
６
０
円
未
満
の
人
は
Ａ
評
価

210
円
～
Ｃ
評
価
80
円
の
基
本
賃

金
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

表
２
も
同
様
に
今
年
３
月
の

成
果
加
算
が
１
４
６
、
１
６
０

円
の
人
は
、
基
本
賃
金
が
千
円

前
後
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

額
に
達
し
て
い
な
い
人
は
数
10

円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
扶
養
手
当
の
増
額
や

地
域
会
社
の
賃
上
げ
は
２
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
賃
上
げ
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
全
労
働
者
で
は
な
く
課
長
や
主
査

ク
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
、
低
額
で
差
別
的
な
賃
上
げ
を
回
答
し
て

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
デ
フ
レ
不
況
克
服
の
た
め
に
内
部
留
保

を
活
用
し
、
全
て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
金
引
上
げ
を
、
企
業
の
社

会
的
責
任
と
し
て
求
め
て
い
き
ま
す
。大幅賃上げ要求でスト＝３月12日ＮＴＴ千葉富士見ビル前

許せない「低額差別回答」

内部留保9兆7千億円超の

数％で大幅賃上げは可能

全国の消費者物価は４月から、

前年に比べて３％を超える上昇が

続きそうだ。４月中旬までの東京

都区部の物価を見ると、消費税率

を上げた分の価格への上乗せが進

んでいる。

今年は多くの大企業が賃金のベー

スアップに応じた。ただ、ベア率

は平均すると0.4％程度とみられて

いる。今年は夏のボーナスが増え

るなど前向きな要素はあるが、３

％の物価上昇には賃金は追いつか

なさそうだ（14.4.25日経新聞）。

物
価
上
昇
に

賃
上
げ
追
い
つ
け
ず

ＮＴＴ東・西、Com、データー、ドコモなど主要８社の賃上げ



表 3 ： Ｎ ＴＴ本 体 の 扶 養 手 当 増 額      （単 位：円 ）

区分

配 偶者

小学 ３年 生以 下 の子 １人 につき1,000(新 設)

１人 [+300]

22歳 到 達直 後の ２人 [+1 ,550]

3月31日までの 子 ３人 [+4 ,800]

４人 以上 [+3 ,600]

※7月 より実施 、　[　  ]の 数字 は増 額分

手当 額（円 ）

増 額なし

　表 5：地 域 会 社等 の 賃上 げ 　　　　※[　  ]の数字が賃上げ分　　　　　　（単位：円）

　　　　　　　　　　

資格等級 A評価 B評価 C評価 D評価

7,010 5,190 2,750 71,160

  [+70]   [+50]   [+30]  [+1,050]

8,900 6,600 3,500 70,930

  [+80]   [+60]   [+40]  [+820]

7,870 5,850 3,090 70,730

  [+70]   [+60]   [+30]  [+620]

成果加算反映標準額 新成果加
算上限額

旧成果加
算上限額

70,110

70,110 70,110

ビジネスリーダー資格1級

ビジネスレーダー資格2級
ジョブグレード１

ビジネス資格１級
ジョブグレード１以下

▲1,480

▲1,480

▲1,480
ビジネスレーダー資格2級

ジョブグレード２

賃上げなし

表4：85％水準地域の扶養手当増額　　　　　（単位：円）

4月1日現在

社員年齢 １人 ２人 ３人 ４人

35歳未満 [+230] [+1,690] [+3,610] [+2,240]

～41歳未満 [+230] [+2,020] [+4,130] [+2,840]

～55歳未満 [+230] [+2,360] [+4,620] [+2,910]

55歳以上 [+230] [+1,690] [+3,610] [+2,240]

※7月より実施、　[　  ]の数字は増額分

22歳到達直後の3月31日までの子

　小学３年生以下の子１人につき850円（新設）

　配偶者は、増額なし

ふ
た
つ
の
自
衛
権

「
個
別
」
と
「
集
団
」

個
別
的
自
衛
権
と
は
、
国

家
が
自
国
に
対
す
る
武
力
攻

撃
を
実
力
を
も
っ
て
阻
止
す

る
権
利
。
分
か
り
や
す
く
い

う
と
、
誰
か
が
殴
り
に
き
た

ら
自
分
を
守
る
た
め
に
そ
れ

に
向
か
っ
て
殴
り
返
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
正
当
防
衛
の
考
え

方
で
す
。

集
団
的
自
衛
権
と
は
、
自

国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
外

国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
を
自

国
が
直
接
攻
撃
さ
れ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
力

を
も
っ
て
阻
止
す
る
権
利
。

分
か
り
や
す
く
い
う
と
、

遠
く
に
住
ん
で
い
る
友
達
が

殴
ら
れ
た
ら
、
自
分
の
友
達

を
い
っ
ぱ
い
集
め
て
、
「
殴
っ

た
相
手
を
、
つ
る
ん
で
や
っ

つ
け
に
行
っ
て
い
い
」
と
い

う
考
え
方
で
す
。

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

安
倍
自
民
党
は
、
日
本
近

海
で
米
艦
が
攻
撃
さ
れ
た
ら

黙
っ
て
見
て
い
る
の
か
。
だ

か
ら
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
は
必
要
だ
と
主
張
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
米
軍
の
力
は
圧

倒
的
で
米
艦
へ
の
攻
撃
の
可

能
性
は
低
く
、
こ
の
よ
う
な

非
現
実
的
な
事
例
で
必
要
性

を
強
調
す
る
の
は
姑
息
で
す
。

ま
た
政
府
は

03
年
国
会
答

弁
で
、
自
衛
隊
の
近
く
で
活

動
す
る
米
艦
へ
の
攻
撃
は
、

日
本
へ
の
攻
撃
が
な
い
段
階

で
も
「
自
ら
を
狙
っ
た
も
の
」

と
し
て
、
個
別
的
自
衛
権
で

応
戦
で
き
る
場
合
が
あ
る
、

と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

い
っ
た
ん
認
め
れ
ば
、
米
軍

を
守
る
の
が
義
務
の
よ
う
に

な
り
か
ね
ず
、
日
本
が
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
だ
け

が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
す
。

扶
養
手
当
の
増
額

７
月
よ
り
実
施

Ｎ
Ｔ
Ｔ
本
体
の
扶
養
手
当

は
（
表
３
）
、
「
該
当
者
１

人
平
均
２
８
０
０
円
（
全
体

で
は
平
均
900
円
）
の
増
額
」
。

実
施
時
期
は
、
地
域
会
社
も

含
め
て
７
月
か
ら
と
な
り
ま

す
。地

域
会
社
の
賃
上
げ
は
、

今
年
３
月
の
成
果
加
算
額
が

７
０
、
１
１
０
円
の
人
は
、

基
本
賃
金
が
800
円
前
後
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
額
に
達

し
て
い
な
い
人
は
数

10
円
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
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ク
ビ
の
宣
告
は
突
然
だ
っ
た
。

「
今
月
い
っ
ぱ
い
で
業
務
は
打
ち

切
り
。
月
内
は
計
画
的
に
有
給
休

暇
を
使
っ
て
く
れ
」

派
遣
先
の
職
場
責
任
者
に
突
然

呼
び
出
さ
れ
、
登
録
型
派
遣
の
契

約
解
除
を
告
げ
ら
れ
た
。

昨
年

11
月
。
水
戸
市
の
沼
田
雅

靖
さ
ん(

32
）
は
、

10
年
間
働
い

た
同
市
内
の
職
場
を
追
わ
れ
、
失

業
し
た
。

泣
き
寝
入
り
せ
ず
、
職
場
復
帰

を
目
指
す
。
労
働
組
合
と
と
も
に
、

雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
た
派
遣
元

や
、
職
場
だ
っ
た
派
遣
先
と
団
体

交
渉
を
続
け
て
い
る
。

通
い
慣
れ
た
派
遣
先
の
会
社
前

で
抗
議
の
座
り
込
み
も
し
、
精
い
っ

ぱ
い
の
叫
び
声
を
上
げ
た
。

「
一
人
の
人
間
の
人
生
を
何
だ

と
思
っ
て
い
る
ん
だ
」

■

■

高
校
時
代
、
多
く
の
同
級
生
と

共
に
就
職
口
を
探
し
た
が
、
卒
業

ま
で
に
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
正
社
員
の
道

を
探
す
中
で
、
大
手
通
信
会
社
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
働
く
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
求
人
に
目
が
留
ま
つ
た
。

募
集
は
「
臨
時
社
員
」
だ
っ
た
。

た
だ
、
正
社
員
登
用
制
度
が
あ
る

と
知
り
、
強
く
引
か
れ
た
。

「
一
生
懸
命
働
け
ば
永
久
就
職

で
き
る
よ
」
。
採
用
面
接
で
担
当

者
に
言
わ
れ
、
そ
の
気
に
な
っ
た
。

き
っ
ち
り
職
務
を
こ
な
し
た
は

ず
だ
が
、
非
正
規
雇
用
は
、
ボ
ー

ナ
ス
や
昇
給
な
ど
と
は
無
縁
な
立

場
。
正
社
員
と
の
差
は
歴
然
だ
っ

た
。正

社
員
に
な
れ
な
い
ま
ま
臨
時

社
員
５
年
目
を
迎
え
た
こ
ろ
、
会

社
が
派
遣
社
員
へ
の
切
り
替
え
を

言
い
出
し
た
。

「
当
時
は
派
遣
に
な
る
と
い
う

こ
と
が
よ
く
分
か
つ
て
い
な
か
っ

た
」
。

30
代
の
う
ち
に
結
婚
し
、
温
か

な
家
庭
を
築
く
と
の
人
生
設
計
は

「
夢
の
ま
た
夢
」
。
無
職
に
な
り
、

資
格
取
得
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
―
―
。

転
職
の
壁
を
肌
で
感
じ
る
。

「
自
分
と
同
じ
よ
う
な
非
正
規

労
働
者
の
た
め
に
も
頑
張
ら
な
け

れ
ば
」
。
思
い
を
強
く
す
る
。
職

場
復
帰
の
求
め
に
、
相
手
側
は
応

じ
る
気
配
を
見
せ
て
い
な
い
。
長

く
険
し
い
「
闘
い
」
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

正
社
員
へ
努
力
の
末

突
然
の
ク
ビ
宣
告

現
代
若
者
点
描
（茨
城
新
聞
）

集
団
的
自
衛
権
は
戦
争
へ
の
道

昨
年
11
月
、
水
戸
113
セ
ン
タ
ー

の
業
務
集
約
に
伴
い
派
遣
切
り

と
な
っ
た
沼
田
組
合
員
の
こ
と

が
３
月

30
日
付
「
茨
城
新
聞
」

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
５
月
２
日
放
送

戦
後

68
年
間
、
政
府
は
「
戦
争
放
棄
を
宣
言
し
て
い
る
憲

法
９
条
が
あ
る
以
上
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
な

い
」
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
安
倍
自
民
党
は
、
憲
法

の
読
み
方
を
変
え
て
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
執
念

を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
例
え
「
限
定
的
」
で
あ
っ
て
も
集
団
的

自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
戦
争
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
決
し

て
許
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。


